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レスポンシブWebデザインのための画像形式及び制作用インターフェース

藤井 陽介 ∗　　福里 司 ∗　　五十嵐 健夫 ∗

概要. 本研究では，多様化する端末の画面サイズに合わせて，Webページ上の画像をレスポンシブに変
化させるための画像形式及び，画像編集システムを提案する．従来の方法では，デザイナとエンジニア間の
コミュニケーションの手間が大きく，表示結果に対する画像の編集や修正に非常に時間がかかってしまう．
そこで本研究では，デザイナが予め編集した情報を一つのファイルに直接格納することで，コミュニケー
ションを省きつつ，Webページ上で端末ごとの編集結果を再現することを可能にした．

1 はじめに

近年，PCやタブレット，スマホ端末などの画面
サイズに合わせてWebページを見やすいおデザイ
ンで表示する「レスポンシブWebデザイン」[3]が
注目されている．レスポンシブWebデザインは，端
末ごとにWebページ自体を制作しなおす必要が無
いため，「Webページ上の情報の更新が容易」「アク
セス解析がしやすい」などの長所を持つ．実際の現
場では，（１）事前に複数の画像を用意し，端末の画
面サイズに合わせて画像を切り替える方法と，（２）
画像の一部をトリミングする方法，もしくは（３）
リサイズ処理が用いられている．しかし，最初の手
法は，複数の画像を用意しなければならない上，そ
の閾値を設定しなければならないためデザイナとエ
ンジニア間で密なコミュニケーションが必要になる．
その他の手法も，画像サイズによって情報量や視認
性が大幅に低下する可能性がある．

そこで本研究では，デザイナが各端末の画面サ
イズに合わせて画像を編集した際のパラメータをメ
タ情報として含む新しい画像形式 RVG（Respon-
sive Variable Graphics）と，RVG画像の制作用イ
ンターフェースを提案する．本インターフェースは，
従来の画像編集（トリミング，拡大縮小）に加え，画
像中の不用な部分を削りながら縮める手法「シーム
カービング法」[2]における事前計算に基づくリサ
イズ機能を有している．また，制作されたRVG画
像は各端末用に編集したパラメータ間を自動補間す
ることで，任意の画面サイズに対応する機能を有し
ている．本システムを用いることで，レスポンシブ
なWebデザイン制作におけるデザイナとエンジニ
ア間でのコミュニケーションの手間を削減すること
ができる（図１）．
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図 1. ワークフローの比較

図 2. 制作用インターフェースの全体像

2 提案手法

2.1 RVG画像の制作用インターフェース

本インターフェースはデザイナの普段使い慣れて
いる Adobe Photoshop[1] などの画像編集ソフト
ウェアを参考に構成した（図２）．
デザイナはこのインターフェースを用いて，任意

の画像を元に，各サイズでの（１）拡大縮小，（２）
シームカービング法の事前計算に基づく拡大縮小，
（３）トリミング位置の３つのパラメータを編集す
る．補間結果や，編集途中における各サイズでの表
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図 3. 実際に必要なコード

示結果はリアルタイムに確認することができる．そ
のためデザイナは実際に表示される様子を確認しな
がら編集することができ，これによって実際に組み
込まれた後の手戻りの量が減ることが期待される．

2.2 Webページ上でのRVG画像の読込

出力したRVG画像は，専用のスクリプトを用いて
HTML上で読込を行う．このスクリプトは，HTML
タグである「r-img」タグを使用可能にするもので
ある．このタグは src 属性に RVG画像のファイル
パスを渡すことで，RVGの画像を描画するものに
なっている．実際に使用する際は，まず r-img タグ
の display プロパティを block などに指定しておく．
そして読込スクリプトをロードし，r-img タグを記
述する（図３）．
以上の手順で，ユーザは端末の画面サイズに合わ

せてレスポンシブな画像サイズの調整が可能となる．

3 議論

本論文における画像形式RVGのプロトタイプは，
現在のレスポンシブWebデザインの支援になるこ
とに加え，Webページ上の画像データに対する新た
なユーザ体験を提案する．実際のWebページ上の
画像では，レスポンシブ対応の制作過程の煩雑さか
ら，PC向けとスマートフォン向けの２種類のみが
用いられていることが多い．つまり，デザイナが想
定していない端末の画面サイズを用いてWebペー
ジを閲覧した際，Webページ全体のレイアウトが
大きく崩れてしまう可能性がある．しかし，本シス
テムを用いることで，任意の画面サイズに合わせて
表示する画像を変化させることができるため，全体
のレイアウトの段階でデザイナの意図を反映させた
ユーザ体験を提供することが可能になる．ただし，
従来の画像リサイズ技術と同様に，表示される画像
が直感とは異なる可能性がある．今後の課題として，

画像形式に「どのパラメータを導入するべきか」「ど
の補間アルゴリズムを使用するべきか」などの選別
と検証が挙げられる．
また，background-image を用いる画像のレスポ

ンシブ対応（トリミング処理）の場合，画面サイズ
に合わせて複数の画像を容易する必要がないものの，
領域指定などのパラメータを CSS上で逐次設定し
なければならず，デザイナとエンジニア双方の負担
が大きい．その一方，本プロトタイプはトリミング
処理も考慮しつつ，コード上での手間を削減出来る
点で有用であると考えられる．

4 おわりに

本研究では，Webページ上の画像をレスポンシ
ブに変化させるための画像形式及び，その画像編集
システムを提案した．提案する画像形式によって，
Webページ上でデザイナの意図を反映しつつ各端
末向けの画像編集結果を効率的に表示することがで
きる．編集できるパラメータとして従来のトリミン
グ位置と拡大縮小率に加え，シームカービング法に
基づくパラメータ（事前計算部）を導入することで，
画像内のひとまとまりの図形や物体の形状を保持し
ながら画像のサイズの変更ができる．また，補間ア
ルゴリズムを導入することで，少数の編集結果から
任意の画面サイズにも自動対応することも可能にし
ている．本システムは，デザイナとエンジニア間の
コミュニケーションを省くことで，デザイナは「見
た目の調整」，エンジニアは「その他の機能の実装」
に集中することを可能とし，レスポンシブWebデ
ザインの制作の大きな改善が期待できる．
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